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研究成果の概要（和文）：本研究は、18世紀ゴブラン製作所のタピスリーの名声を高める上で貢献したフランソ
ワ・ブーシェの下絵制作活動について、包括的に論じるものである。ブーシェは1755年にゴブラン製作所の総検
査官として迎えられ、壁掛けをはじめ椅子の上張りとして用いるタピスリーの下絵を提供した。調査・研究によ
って、ポンパドゥール夫人のためにゴブランで織られたブーシェの下絵に基づく連作やタピスリーを用いた家具
に関する新知見を得ることができた。また、18世紀ゴブラン製作所とボーヴェ製作所のタピスリーの比較考察な
どを通じて、両製作所の作品にみられる図像表現や様式的特徴について明らかにした。一連の成果は国内外で発
表・公刊された。

研究成果の概要（英文）：The present research project aimed to clarify the characteristic features of
 Gobelins tapestry, principally by analyzing the designs for tapestries by Francois Boucher, woven 
at the Gobelins tapestry manufactory. Boucher was appointed Inspecteur sur les Ouvrages at the same 
manufactory in 1755 and begun to supply designs of tapestries for walls and seat covers. Based on 
the observation and analysis of Boucher's tapestry designs for Madame de Pompadour, I could get 
several new insights into Boucher's career as a tapestry designer. I also analyzed the stylistic and
 iconographic aspects of the Gobelins tapestry in comparison with those of the Beauvais tapestry. 
These ideas were presented, and the articles were published during the research period.

研究分野：美術史
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1．研究開始当初の背景 
フランソワ・ブーシェ（1703-1770）はボー
ヴェ製作所の下絵画家として活動したのち、
後年にはゴブラン製作所の総検査官に任命
され、同制作のためのデザイナーとして活躍
した。ブーシェの下絵に基づくゴブラン製作
所のタピスリーについては、モーリス・フナ
イユ（1903）が取り上げて以後、部分的な考
察をのぞいて、ほぼ一世紀近くの間、詳細な
研究がなされてこなかった。その後、2014年、
ゴブラン製作所のタピスリー研究の第一人
者であるジャン・ヴィテの監修により、ゴブ
ラン製作所の 18世紀のタピスリー全般に関
する展覧会が開催され、これをきっかけに、
近年この時代のタピスリーに対する関心は
高まりをみせている。しかしながら、ゴブラ
ン製作所のアンシャン・レジーム下で最後の
興隆期を生み出したブーシェのタピスリー
に関する包括的研究は、今なお重要な研究課
題として残されたままであった。 
一方、過去のブーシェ研究においても、ゴ
ブラン製作所のためのブーシェの制作活動
については十分な研究がなされていない。も
っとも基本的な文献であるアレクサンド
ル・アナノフによる絵画と素描のカタログ
（それぞれ 1966、1976年に刊行）において
も、タピスリーについては、関連する絵画・
素描作品についての議論のなかで断片的に
言及される程度である。また、現存するブー
シェのタピスリーについては、各国の美術館
所蔵品カタログの解説（エディット・スタン
デン 1985年など）のなかで、関連する基本
情報が散発的に明らかにされてきたが、ブー
シェの下絵によるタピスリーを美術史的観
点（様式・図像・歴史的文脈）から包括的に
論じた研究は今日まで存在せず、ブーシェの
芸術家像を知る上での重大な欠落部分とな
ってきた。 
 
2．研究の目的 
本研究の目的は、18世紀ゴブラン製作所の
名声を高める上で大きく貢献した画家フラ
ンソワ・ブーシェのタピスリー下絵制作活動
の実態とその意義について、一次史料調査と
作品研究を通じて明らかにするものである。 
これまで筆者は、タピスリー下絵画家とし
てのブーシェの制作活動の前半期にあたる
ボーヴェ製作所のための諸作品に関する研
究を行ってきた。その研究成果は、2010年度
に東京芸術大学に提出した博士学位論文に
おいてまとめられ、さらに 2015年に単著『ロ
ココを織る―フランソワ・ブーシェによるボ
ーヴェ製作所のタピスリー』として公刊され
た。本研究課題は、ブーシェの下絵制作活動
の後半期にあたるゴブラン製作所での制作
活動を対象とするものであり、これまで筆者

が行ってきたボーヴェ製作所に関連した研
究成果とあわせて、ブーシェのタピスリーに
関する総合研究を完成させるためのもので
もある。 
 
3．研究の方法 
ブーシェの下絵に基づくゴブラン製作所
のタピスリーに関する包括的理解を最終的
目標とする本研究は、以下の方法で遂行され
た。 
① ブーシェの下絵に基づいてゴブラン製
作所で織り出されたタピスリー連作に関す
る実見調査、図像学的分析及び関連資料の精
査。 
② 18世紀にゴブランで織られていたブー
シェ以外のタピスリーについての実見に基
づく考察と分析。 
③ ゴブラン製作所と競合していたボーヴ
ェ製作所の 18世紀のタピスリーとゴブラン
のそれとの様式的・図像的傾向の比較考察。 
④ ブーシェに基づくタピスリーの注文主
であった国王ルイ 15世の寵姫ポンパドゥー
ル夫人によるパトロネージに関する調査・研
究。 
以上、4つのポイントに絞って、順次調査
研究を実施することが本研究の主要な作業
となった。 
 
4．研究成果 
本研究では、モーリス・フナイユに代表さ
れるブーシェの下絵に基づくゴブラン製作
所のタピスリー研究を、今日までの研究成果
に照らして根本的に改訂・深化させることが
できた。これによって、アナノフによるブー
シェの絵画・素描の集成研究のなかで、タピ
スリーに関連した作品については、最新の情
報と先行研究をふまえて刷新された。また、
ブーシェの作品研究を通じて、18世紀ゴブラ
ン製作所のタピスリーの特質についても明
らかとなった。 
これらの調査研究を進めるなかで、いくつ
かの新知見を得ることができた。 
第一に、18世紀ゴブラン製作所の代表的な
連作とボーヴェ製作所の連作との比較を行
うことによって、これらの下絵を提供してい
たブーシェをはじめとする画家同士の競合
関係を新たに提示することができた。この成
果は、2015年にフランスのタピスリーに関す
る共著（Arachné : un regard critique sur 
l'histoire de la tapisserie, Presses Universitaires 
de Rennes, 2017）として公刊された。 
第二に、ブーシェがゴブラン製作所のため
に手がけた最初の作品で、また、ポンパドゥ
ール夫人のために制作された椅子の上張り
として用いられたタピスリーについて論じ
た。そこでは、本タピスリー下絵制作時期と



同じ頃に、ブーシェが王立セーヴル製作所に
提供した作品との関連性について新たな見
解が提示された。この成果は、2017年に論文
（« Madame de Pompadour et les meubles 
d’Enfants d’après Boucher : question sur la 
circulation de ses modèles dans les manufactures 
des Gobelins et de Vincennes-Sèvres »）として
まとめられた。 
このタピスリーの下絵は牧歌的主題（パス
トラル）をテーマとするものであった。そこ
で、ブーシェ芸術におけるパストラル表現に
ついて、その出発点にさかのぼって考察した。
ここで得られた新たな知見は、2016年に論文
（「ブーシェの初期パストラル再考―『ジュ
リエンヌ画集』におけるヴァトーの版画をめ
ぐって」）として発表された。 
第三に、ポンパドゥール夫人の依頼を受け
て、ゴブラン製作所のためにブーシェが手が
けた代表作《日の出》と《日の入り》（下絵
はロンドンのウォレス・コレクションに所蔵
されている）について、包括的な調査研究を
おこなった。その成果は、2015年に日仏美術
学会にて発表されたのち、2017年に論文（« Le 
Lever et le Coucher du Soleil de François 
Boucher：les peintures tissées aux Gobelins pour 
Madame de Pompadour »）として刊行された。 
また、この作品研究の過程で新たに得られ
た視覚的着想源を含む新知見は、2016年にロ
ーマのフランス・アカデミー（ヴィッラ・メ
ディチ）で行われた国際シンポジウムにて発
表された。この口頭発表に基づき、2017年に
は論文（« L'Appropriation du passé dans le Lever 
et du Coucher de Soleil de François Boucher »）
を執筆した。 
以上のように本研究では、国際的寄与に鑑
み、研究成果を欧語で発表・公刊するよう積
極的に取り組んだ。一連の成果は、ブーシェ
研究において（及びロココ美術研究一般にお
いても）、伝統的に絵画研究が主流であるな
かで、アンシャン・レジーム期の画家にとっ
てのタピスリーに関連した制作活動の重要
性を示すものであり、タピスリー芸術、ひい
ては装飾芸術の再評価に結び付くものとな
った。 
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